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Palisade ネットワーク ソフトウェアへようこそ。このガイドでは、サーバーおよびクライアント用にソフトウェアをインストールしてライセンス認証を行うための手順を説明します。
ここではサーバーのセットアップとクライアントのセットアップを行う詳しい手順から説明を始めます。また、「よくある質問と回答 (FAQ)」のセクションに目を通し、お使いの環境に該当するかどうかも確認してください。本書の末尾には Palisade サーバー マネージャーのリファレンスが記載されています。
ご不明な点については、お手数ですが Palisade テクニカル サポートまでお問い合わせください。以下の連絡方法をご利用いただけます。
· 電子メール: support@palisade.com
シリアル番号をご記入の上、必要に応じてエラー メッセージのスクリーンショットを添付してください。
· 電話: 米国 +1 607 277-8000 (営業時間内)
シリアル番号をお手元にご用意の上、問題が発生したサーバーまたはクライアントにアクセスできる状態でお電話ください。
· ライブ チャット (営業時間内):
· 中国語: http://www.palisade.com/support/cn/
· 英語: http://www.palisade.com/support/
· フランス語: http://www.palisade.com/support/fr/
· ドイツ語: http://www.palisade.com/support/de/
· 日本語: http://www.palisade.com/support/jp/
· ポルトガル語: http://www.palisade-br.com/support/
· スペイン語: http://www.palisade-lta.com/soporte/
チャットは短時間で対応できる比較的シンプルな質問に適していますが、複雑なトラブルシューティングには向いていません。なお、お問い合わせの際はシリアル番号が必要となります。
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サーバーのセットアップ手順
サーバーのセットアップを行うには完全な管理者権限が必要です。
システムの必要条件
サーバー ソフトウェアは Microsoft Windows XP またはそれ以降のバージョンの Windows で実行できます。ライセンス サービスはクライアントからのライセンス リクエストの受信を待機するだけなので、専用のマシンを用意する必要はありません。 

仮想サーバーにインストールする場合、このガイドの「仮想サーバーには対応していますか?」を参照してください。
Palisade ソフトウェア リリース 6.x は、ライセンス システムとして FLEXnet Publisher 11.10 をインストールします。これは Palisade 5.x ライセンスと互換性があり、他社製品からの FLEXnet ライセンスとの競合は発生しません。このソフトウェアを Palisade 1.x または 4.x のライセンスが置かれているサーバーにインストールすることはできません。詳細については、このガイドの FAQ にある「既に FLEXnet でライセンスされた他社製のアプリケーションがある場合はどうしますか?」、「このサーバーに既に Palisade の 5.x ライセンスがある場合はどうしますか?」、および「このサーバーに既に Palisade の 1.x または 4.x ライセンスがある場合はどうしますか?」を参照してください。
サーバーのセットアップ手順 1: サーバー ソフトウェアのインストール
このサーバーに Palisade 6.x ライセンスを初めてインストールする場合には、Palisade 5.x ライセンスがある場合でも、サーバーのインストール用 .zip ファイルをダウンロードして、そこに含まれている .exe ファイルを解凍した上で実行してください。(既に 6.x ライセンスがインストールされている場合はこの手順をスキップできます。詳細については、後述の「このサーバーに既に Palisade の 6.x ライセンスがある場合はどうしますか?」を参照してください。
このサーバーに Palisade ソフトウェアを初めてインストールする場合、インストーラーはデフォルトで C:\Program Files (x86)\Palisade または C:\Program Files\Palisade にインストールを行いますが、それ以外の場所を選択することもできます。既に Palisade ソフトウェアがインストールされている場合には、インストーラーは既存の Palisade フォルダーを使用します。インストール フォルダーの下に NetServer フォルダーと System フォルダーが既に存在しない場合、これらのフォルダーが作成されます。
インストールしたサーバー ソフトウェアは次のメイン コンポーネントで構成されています。
· インタラクティブなサーバー マネージャー。ライセンスのオプションを設定したりライセンスの認証と認証解除を行うために使用します。[スタート] メニューの [Palisade ネットワーク サーバー] グループからアクセスできます。(同じプログラム グループから、このガイドやネットワーク使用許諾契約書を開くこともできます。)
· 3 つのバックグラウンド プロセス: Flexnet Licensing service サービスとして実行される FNPLicensingService.exe、Palisade License Service サービスとして実行される lmgrd.exe、Palisade.exe (別名 "vendor daemon")。これらはすべてシステム プロセスとして実行されます。Windows タスク マネージャーでこれらを検索するには、[全ユーザーのプロセスを表示する] ボタンをクリックします。
· 3 つのライセンス ファイル: PalisadeNetwork.lic、Server.lic、および Palisade.opt。PalisadeNetwork.lic はすべてのネットワークに共通のファイルです。このファイルは変更しないでください。Server.lic は、サーバーのオプションを変更するとサーバー マネージャーによって書き換えられます。証明書によるライセンス (あまり一般的ではありません) を取得すると、Palisade テクニカル サポートから新しい Server.lic が提供されます。 
Palisade.opt もサーバー マネージャーによって書き換えられ、同時ネットワークにおける借用の管理に使用されます。Palisade.opt には FLEXnet のオプションを追加できます。後述の「自社標準の FLEXnet オプション ファイルを使用することはできますか?」を参照してください。
注意: このガイドの手順や Palisade テクニカル サポートでファイルを変更するよう指示された場合を除き、NetServer フォルダー内にあるファイルには変更を加えないでください。Palisade のソフトウェアでは .lic ファイルと .opt ファイルが FLEXnet の標準的な用法と異なるカスタムの設定で使用されることがあります。
サーバーのセットアップ手順 2: オプションの設定
[スタート] をクリックして [すべてのプログラム] > [Palisade ネットワーク サーバー] > [サーバー マネージャー] を選択します。サーバー マネージャーにより、すべての 5.x ライセンス プロセスが更新されます。後述の「このサーバーに既に Palisade の 5.x ライセンスがある場合はどうしますか?」を参照してください。
デフォルト設定では両方の通信ポートを動的に使用し、借用は許可されません。[ネットワーク サーバー情報] ボックスに、使用できるオプションが表示されます。オプションを変更するには [オプション] をクリックします。変更しない場合はサーバーのセットアップ手順 3 に進んでください。
ポート番号
FLEXnet ライセンス ソフトウェアは、クライアントとサーバー間の通信に 2 つの TCP/IP ポートを使用します。この 2 つのポートは lmgrd ポート、および Palisade あるいは vendor daemon ポートと呼ばれます。両方のポートの動的な選択を許可するか (これが一般的な設定です)、一方を手動で指定するか、あるいは両方を指定することもできます。ここで "動的" とは、ライセンス サービスが開始された時点でソフトウェアがポートを自動的に選択することを意味します。 

· lmgrd ポートを指定する場合、未使用の任意のポート番号を選択できます。lmgrd ポートを "動的" に設定すると、ソフトウェアは 27000 ～ 27009 の範囲内で未使用のポート番号を選択します。
· Palisade (つまり vendor daemon) ポートを指定する場合、未使用の任意のポート番号を選択できます。Palisade ポートを "動的" に設定すると、ソフトウェアは未使用のポート番号を選択します。範囲は 27000 ～ 27009 に制限されません。
デフォルトではサーバー マネージャーが、両方のポートを動的に選択できるように指定します。ただし、既に Palisade の 5.x ライセンス ソフトウェアがインストールされているサーバーにサーバー マネージャーをインストールする場合、それまでに指定したポートの選択がサーバー マネージャーに表示されます。
ポート番号を指定する場合、複数のクライアントをインストールする前に行うことをお勧めします。インストール後に lmgrd ポートの番号を変更した場合、インストール済みのすべての同時ネットワーク クライアントでこの番号を変更しなければなりません。
ライセンス ソフトウェアが使用しているポート番号を確認するには、次の手順を行います。
ポート番号をまだ指定していない場合、サーバーが実際に使用しているポートを調べることができます。サーバー マネージャーのメイン画面にある [ネットワーク サーバー情報] ボックスを確認してください。 

lmgrd ポートを設定したり変更するには、次の手順を行います。
1. サーバー マネージャーで [オプション] をクリックします。
2. [オプション] 画面の [通信ポート番号] の下で、(他に使用されていない) ポート番号を指定するか、[動的] を選択します。
3. [OK]、[サービスの停止] の順にクリックし、さらに [サービスの開始] をクリックします。
4. 同時ネットワークの場合、既にインストールされているすべてのクライアントで lmgrd ポート番号を変更します。「既存の同時ネットワーク クライアントでポート番号やサーバー名を変更する方法を教えてください。」を参照してください。
Palisade (vendor daemon) ポートを設定したり変更するには、次の手順を行います。
上記と同じ [オプション] 画面の lmgrd ポートの下で、vendor daemon ポートを編集します。
vendor daemon ポートの場合、クライアントのソフトウェア設定は必要ありません。ただし、以前にインストール済みのクライアント用にファイアウォールでそのポートを開いた場合には、クライアントのファイアウォール設定を更新する必要があります。
借用 (同時ネットワークのみ)
一般にクライアントはネットワーク上に置かれているので、ライセンス サーバーに接続されています。その場合は使用可能なライセンスがある場合、ライセンスのチェックアウトは次のように自動的に処理されます。まず、ユーザーがソフトウェアを起動し、ソフトウェアが実行されます。ライセンスがない場合、ユーザーにその旨を伝えるメッセージが表示されます。ユーザーが指定の期間オフ ネットワークで使用するためにライセンスをチェックアウトできるようにも指定できます。これをライセンスの借用と呼びます。エンドユーザー向けの手順については、「オフ ネットワーク使用のための 6.x 同時ネットワークライセンスの借用」(http://kb.palisade.com/index.php?pg=kb.page&id=255) を参照してください。この情報は各国語に翻訳されています。
借用を許可するかどうかは状況に応じて判断します。次のような点を考慮してください。
· ユーザーがラップトップを携帯して 1 週間の出張に出かけ、ネットワークに接続していない場合、そのユーザーは借用機能を利用してソフトウェアを実行できるようになります。
· ライセンス認証 ID で許可されている同時ユーザーの数が少ない場合、1 人のユーザーが借用によりライセンスを占有するのは理想的ではありません。
· ライセンスを受けたすべてのユーザーが (トレーニング セッションやコンピューター室などで) デスクトップ コンピューターを使っている場合、これらのユーザーは常にネットワークに接続しているので借用の必要はありません。
· リモート ユーザーが VPN 経由でサーバーにアクセスできる場合、これらのユーザーはネットワークに接続しているので借用の必要はありません。
借用ライセンスは、借用期間中サーバー上の使用可能なライセンス プールから差し引かれます。借用期間が終了すると、ユーザーがネットワークに接続していない状態が続いていても、ライセンスは自動的にサーバー プールに返却されます。サーバー マネージャーで [ステータス] をクリックすると、使用できるライセンスの数を確認できます。
借用を許可する際は、借用できる日数も指定します。最大 366 日までの借用が可能です。ユーザーはライセンスを実際に借用する時点で、管理者が指定した最大期間以内の日数を指定できます。 

借用のオプションはいつでも変更できます。行った変更はそれ以降の借用に適用されますが、現在借用中のライセンスには適用されません。
エンタープライズ ネットワークでは借用を使用できません。これは、すべてのエンタープライズ クライアントで 1 度限りのライセンス認証が行われ、その後はサーバーと通信する必要がないためです。
サーバーのセットアップ手順 3: 認証によるライセンスと証明書によるライセンス
この 1 度限りのプロセスでは、ネットワーク ライセンスが Palisade のサーバーからお客様のサーバーに転送されます。エンドユーザーはお客様のサーバーからライセンスを取得するので、Palisade のサーバーにアクセスする必要はありません。同時ネットワーク ライセンスには、認証によるライセンスと証明書によるライセンスの 2 つのオプションがあります。(現在のところエンタープライズ ネットワークについては認証によるライセンスのみをご利用いただけます。)
サーバー マネージャーに、既にインストールされている認証済みライセンスまたは証明書のライセンスが表示されている場合、新しいライセンスにも同じタイプを選択すると、その後の処理が簡単になります。同時ネットワーク ライセンスを取得したことがない場合には、次の情報を参考にして認証と証明書のどちらのタイプのライセンスが適しているか判断してください。その後、どちらか一方のライセンス オプションを選択します。
	認証によるライセンス
大半のインストールに適しているオプションです。弊社からライセンス認証 ID をお送りし、お客様がサーバー マネージャー プログラムを使用して貴社のサーバーでの認証を行います。多くの場合、貴社のサーバーが弊社のライセンス サーバーと直接やり取りしてライセンス認証の処理を完了する、自動認証を使用できます。組織によっては手動認証を使用することもあります。その場合、サーバー マネージャーで作成されたリクエスト ファイルを弊社の Web サイトに電子メールで送信していただきます。すると応答ファイルが貴社に返信され、サーバー マネージャーがこの応答ファイルを使って認証の処理を完了させます。
認証によるライセンスは、お客様が異なるサーバーにライセンスを移動したり、複数のサーバーに振り分けることができる、柔軟なオプションです。業務用ライセンスは定期的に更新を行う必要はありません。(通常アカデミック コース向けのライセンスは 1 年間または 2 年間のみ有効なため、更新が必要となります。)
注意: サーバー上でいったん認証されたライセンスの管理はお客様の責任となります。サーバーのハード ドライブを消去したり、サーバーを使用廃止にする場合には、その前にライセンスの認証を解除する必要があります。
新しいライセンスであっても、既存のライセンスにユーザーを追加する場合であっても、ライセンスを認証するには [認証] をクリックしてください。するとサーバー マネージャーからライセンス認証 ID を入力するよう求められます。電子メールで受け取った ID を入力してください。
サーバー マネージャーから、ユーザーの数を入力するよう求められます。同じ電子メールに記載されている人数を入力するか、複数のサーバーに分割する場合はそれより小さい数を入力します。
サーバー マネージャーに、自動認証と手動認証のどちらかを選択するオプションが表示されます。自動認証は、貴社のセキュリティ ポリシーで許可される場合には一番簡単で最良の方法です。(自動認証では、ネットワークの接続状態によって最長 60 秒以内に認証が成功したかどうかがわかります。)
サーバーがインターネットに接続していない場合や、セキュリティ ポリシーが原因で自動認証に失敗した場合、手動認証を選択してください。サーバー マネージャーに、手動認証を行う方法が順を追って表示されます。手動認証では、お客様がリクエスト ファイルを作成して Palisade に電子メールで送信するか弊社 Web サイトにアップロードした後、Palisade から応答ファイルを受け取り、さらにサーバー マネージャーでこの応答ファイルを処理する必要があります。このサーバーで初めてライセンスを認証する場合や、その他の状況によっては、サーバー マネージャーが準備のために Trusted Storage を構成する必要があります。Conf ファイルのリクエストと応答サイクルおよび、2 度目の Act ファイルのリクエストと応答サイクルの手順が順を追って表示されるので、画面の指示に従ってください。
認証に成功すると、サーバー マネージャーの表示が更新されます。この処理には数秒かかる場合があります。
	証明書によるライセンス
次の 2 つの特殊な状況のために用意されているオプションです。
· ごく一部の仮想サーバーで、認証によるライセンスとの互換性がないことがあります。問題を回避するため、仮想サーバーの場合は証明書によるライセンスを使用することをお勧めします。
· お使いのサーバーがセキュリティが極度に高い環境にあり、XML 形式のリクエスト ファイルを Palisade に送信できない場合、弊社ではお客様のソフトウェア認証 ID、サーバーのイーサネット アドレス、および指定された lmgrd ポート番号のみに基づいて証明書ライセンスを作成することができます。
上記の条件が当てはまる場合、もしくはその他の特別な理由がある場合を除いては、証明書によるライセンスの依頼は避けてください。これは、証明書によるライセンスは認証によるライセンスに比べて柔軟性に欠けるためです。証明書ライセンスは別のサーバーに移動することができず、また定期的に更新が必要です。(業務用の証明書ライセンスの更新は無償で行えますが、毎年処理を行うので手間がかかります。)
証明書によるライセンスを取得または更新するには、次の手順を行います。
1. サーバー マネージャーで、[.LIC フォルダーを開く] をクリックしてそのフォルダー内の Server.lic ファイルを見つけます。
2. Server.lic ファイル、ライセンス認証 ID、およびユーザー数 (お送りした電子メールに記載の人数以内) を、Palisade テクニカル サポートまで送信します (連絡先情報はこのガイドの冒頭に記載されています)。貴社のセキュリティ ポリシーのために実際の Server.lic ファイルを電子メールに添付して送信できない場合には、PDF ファイルか、鮮明なスクリーンショットやファックスをお送りいただくこともできます。
3. Palisade から新しい Server.lic ファイルを受け取ったら、古いファイルを置き換えてサーバー マネージャーで [更新] をクリックします。


サーバーのセットアップ手順 4: Palisade_NetworkClient.ini ファイルの作成
サーバーのセットアップ手順 3 を初めて行った後や、サーバー名やポート番号を変更した後に、[Client.ini の作成] をクリックして、クライアントのインストールに必要な Palisade_NetworkClient.ini ファイルを作成します。(5.x ライセンスの場合、ファイルの名前は Client.ini です。)このファイルの使い方は、この後の「サーバーのセットアップ手順 5」を参照してください。
サーバーのセットアップ手順 3 でさらに追加のライセンスをインストールした後で新しい .ini ファイルを作成する必要があるかどうかは、次の規則によって決まります。
· 6.x の同時ネットワークの場合、Palisade_NetworkClient.ini ファイルにサーバー名と通信ポート番号が含まれています。特定のサーバー上ですべてのリリースの 6.x 同時ネットワーク ライセンスの処理に同じ Palisade_NetworkClient.ini ファイルを使用できます。
· 5.x の同時ネットワークの場合、古い Client.ini ファイルにサーバー名と通信ポート番号、およびライセンス認証 ID が含まれています。したがって、これらの各認証 ID ごとに Client.ini が必要です。
· エンタープライズ ネットワークでは、Palisade_NetworkClient.ini ファイル (6.x の場合) または Client.ini ファイル (5.x の場合) に、サーバー名と通信ポート番号、およびライセンス認証 ID が含まれています。したがって、これらの各認証 ID ごとに .ini が必要です。
このサーバーに同時ネットワーク ライセンスを初めてインストールしたり、エンタープライズ ネットワーク ライセンスをインストールすると、サーバー マネージャーから新しいライセンス用に .ini ファイルを作成するよう求められます。ただし、この .ini ファイルはいつでも作成できます。リストでライセンスをクリックしてから、[Client.ini の作成] をクリックしてください。
一部の特殊なセットアップでは、クライアントがサーバーを検索するために完全修飾ドメイン名、または IP アドレスを必要とする場合があります。お客様のネットワークでこのようなセットアップをお使いの場合、Palisade_NetworkClient.ini ファイルを作成した後、クライアントをインストールする前にこのファイルを編集してください。後述の「クライアントは FQDN や IP アドレスを使用してサーバーにアクセスできますか?」を参照してください。
サーバーのセットアップ手順 5: クライアント インストーラーの準備
クライアントにソフトウェアをインストールするには次の 2 つのファイルが必要です。
· 上記の手順 4 で作成した Palisade_NetworkClient.ini ファイル。(ただし 5.x クライアントをインストールする場合、Palisade_NetworkClient.ini ではなく Client.ini を使用します。)
· クライアント インストーラーの実行可能ファイル。ライセンス認証 ID をお送りした電子メールには、クライアント インストーラーへのリンクも記載されています。インストーラーをダウンロードして、Palisade_NetworkClient.ini と同じフォルダーに保存してください。
クライアント インストールの際、この 2 つのファイルは同じフォルダーに入っている必要があります。このフォルダーは、ネットワーク共有、USB スティック、CD など、任意の場所に保存できます。複数の同時ネットワーク製品をお使いの場合、すべてのクライアント インストールを同じフォルダーにセットアップするか、それぞれ別個のフォルダーにセットアップすることもできます。ただし、エンタープライズ ネットワークの各クライアント インストーラーはそれぞれ別個のフォルダーに保存する必要があります。
クライアントのセットアップ手順
クライアントのインストールを行うには完全な管理者権限が必要です。
上記のサーバーのセットアップ手順 5 で選択したネットワーク共有やその他の場所を参照します。その後、その場所でインストーラーを実行するか、インストーラーと .ini ファイルをクライアント コンピューターにコピーして、コピー先のコンピューターでインストーラーを実行します。どちらの場合も Windows 7 または Vista ではインストーラーを右クリックして [管理者として実行] をクリックします。Windows XP ではインストーラーをダブルクリックします。
	同時ネットワークのクライアントのセットアップ
クライアント インストールの数に制限はありません。クライアント インストーラーは、インストール時にサーバーに接続している必要はありません。その代わりに、インストーラーは .ini ファイルにあるサーバー情報を記録します。その後実行時に、アプリケーションが指定のサーバーからライセンスを取得します。(サーバー情報はクライアントのシステム レジストリに保管されています。.ini ファイルに後日変更を行った場合、この情報は自動的に更新されません。).ini ファイル内のサーバー情報を変更したり、後日サーバー情報を変更するには、後述の「クライアントは複数のサーバーからライセンスを取得できますか?」を参照してください。
最初のクライアント インストールの後でクライアントを実行して、サーバーとクライアントのセットアップが正しいことを確認してください。これには、クライアントで [スタート] メニューから [すべてのプログラム] > [Palisade DecisionTools] を選択し、ソフトウェアを選択します。
· クライアント ソフトウェアがエラーなしで起動したら、[ヘルプ] > [ライセンス マネージャー] をクリックして使用されているライセンスを確認します。使用しているのがネットワーク ライセンスでない場合、[ライセンスの選択] をクリックして適切なライセンスを選択します。
· クライアント ソフトウェアの起動中にトライアル版のプロンプトや、使用できるライセンスがないというエラーが表示される場合は [ライセンス マネージャー] をクリックします。ライセンス マネージャーで、[ライセンスの選択] をクリックしてネットワーク ライセンスを選択してください。
Palisade_NetworkClient.ini ファイルにあるサーバー情報が正しくない場合、サーバーにアクセスできないというメッセージがクライアント ソフトウェアに表示されます。クライアント上でこの情報を修正するには、後述の「既存の同時ネットワーク クライアントでポート番号やサーバー名を変更する方法を教えてください。」を参照してください。
	エンタープライズ ネットワークのクライアントのセットアップ
エンタープライズ ネットワークの場合、認証できるクライアントの数がライセンスで指定されています。インストーラーは、Palisade_NetworkClient.ini ファイルに指定されているサーバーとライセンス認証 ID を使用して、クライアントのライセンス認証を試みます。認証に成功した場合、ユーザーがソフトウェアを実行すると、ライセンスのメッセージは表示されずにソフトウェアが起動します。
サーバーやライセンス認証 ID が正しくなかったり、ライセンスで許可されるユーザー数がすべて認証済みであったり、あるいはサーバーにアクセスできない場合には、インストール時のライセンス認証に失敗することがあります。その場合、ソフトウェアはインストールされますが、クライアントを認証できないというメッセージが表示されます。この問題を解決するには、クライアントで [スタート] メニューから [すべてのプログラム] > [Palisade DecisionTools] を選択し、ソフトウェアを選択します。アプリケーションで [ヘルプ] > [ライセンス マネージャー] をクリックし、[認証] をクリックします。
· サーバー情報またはライセンス認証 ID が正しくない場合、画面の指示に従ってライセンス認証 ID とサーバー情報を入力します。今後の使用のため Palisade_NetworkClient.ini ファイルを修正します。
· ライセンスを受けた数のユーザーが既に認証済みである場合には、担当の Palisade 販売事業所に問い合わせてこの認証 ID にユーザー数を追加するか、あるいは別のクライアントの認証を解除してそのライセンスを解放します。その後、認証を行うクライアントでライセンス認証 ID とサーバー情報を入力します。


よくある質問と回答 (FAQ)
FAQ – 初期のセットアップ
Citrix やその他のターミナル サービスは使用できますか?
同時ネットワークであれば使用できます。まずこのガイドの「サーバーのセットアップ手順」を実行し、続いて「クライアントのセットアップ手順」を実行します。エンドユーザー向けのプログラムはすべて [スタート] メニューの [Palisade DecisionTools] という別のグループに入っています。エンドユーザーが [Palisade ネットワーク サーバー] グループにアクセスする必要はありません。
エンタープライズ ネットワークのクライアント ソフトウェアを Citrix、ターミナル サービス、またはリモート デスクトップ環境で実行することはできません。
仮想サーバーには対応していますか?
対応しています。仮想サーバーを管理している場合、通常は認証によるライセンスと証明書によるライセンスのどちらでも問題なく動作します。しかし、ごく一部のケースで認証によるライセンスがうまく機能しないこともあります。例えば、正しく認証されたように見えても、サービスを一度停止して再起動した後や仮想サーバーを再起動した後などに、ソフトウェアを使用できない場合があります。
大半の仮想サーバーではこうした問題は発生しませんが、現在のところ弊社ではこの問題を再現できず、また原因も特定することができていません。認証によるライセンスではマシンのブート レコードに書き込みを行わないため、ディスク エミュレーションが一部の VM ソフトウェアよりも不完全であることは考えられます。
仮想サーバーを管理していて、認証によるライセンス オプションが機能するかどうかをテストする場合、本番用のライセンスは使用しないでください。Palisade のテクニカル サポートまでご依頼いただければ、テスト用ライセンスを提供させていただきます (連絡先情報はこのガイド冒頭に記載されています)。または、証明書によるライセンスを使用してこの問題を回避する方法もありますが、お客様のサーバーでこの問題が発生する可能性はほとんどありません。証明書のライセンスを取得するには、「サーバーのセットアップ手順 3: 認証によるライセンスと証明書によるライセンス」を参照してください。
証明書によるライセンスはエンタープライズ ネットワークでは使用できません。エンタープライズ ネットワークの場合は物理サーバーの使用を検討することをお勧めします。このオプションが困難な場合には、Palisade テクニカル サポートに問い合わせてお客様の仮想サーバーでテスト用ライセンスが正しく機能することを確認してください。
ソフトウェアの使用にはインターネット アクセスが必要ですか?
クライアントにはインターネット接続は必要ありません。
ライセンスの認証や認証解除のために自動認証または自動認証解除を使用する場合には、サーバーが Palisade のサーバーとの通信にインターネット接続を使用する必要があります。 

サーバーがインターネットに接続していない場合や、ファイアウォールによって Palisade のサーバーとの直接接続がブロックされている場合には、手動認証を行うことができます。その場合にも自動認証または自動認証解除を使用するには、この後の「ファイアウォールの設定方法を教えてください。」を参照してください。
上記の場合を除き、サーバー ソフトウェアにインターネット接続は必要ありません。
ファイアウォールの設定方法を教えてください。
ほとんどの場合、ファイアウォール設定に変更を加える必要はありません。
ファイアウォールが原因でライセンスの自動認証に失敗する場合は、ファイアウォール設定を変更する代わりに手動認証手順を使用して 1 度限りの認証操作を行うことをお勧めします。手動認証の手順については、前述の「認証によるライセンス」を参照してください。手動認証の代わりにサーバーのファイアウォール設定を変更して自動認証を実行する場合、以下の点に注意してください。
· サーバー マネージャーはお客様のサーバーと Palisade のサーバー間にポート 80 を使用して直接接続を確立します。これは Web ブラウザーで http に使用されるのと同じポートです。
· サーバーのファイアウォールに例外を指定する必要がある場合、*.palisade.com を使用してください。
· ファイアウォールでワイルドカードを使用できない場合は service.palisade.com と service2.palisade.com を指定します。IP アドレスは通知なしに変更される可能性があるため、ファイアウォール例外に IP アドレスを含めることはお勧めできません。
ファイアウォールでサーバーとエンドユーザー間の通信がブロックされる場合はさらに大きな問題となります。一番簡単なのは、サーバーのファイアウォールの例外として lmgrd.exe と Palisade.exe を指定し、必要に応じてクライアントのファイアウォールの例外として PalFlexServer6.ex を指定する方法です。
特定のポートを開く方が好ましい場合には、サーバーでこのガイドの「ポート番号」セクションに記載されている発信ポートを開く必要があります。また、必要に応じてクライアントのファイアウォールでも、これらの同じポート番号をリモート ポートとして開いてください。
クライアントは FQDN や IP アドレスを使用してサーバーにアクセスできますか?
できます。FLEXnet ライセンス ソフトウェアではこの両方がサポートされています。サーバーのセットアップ手順 4 で Palisade_NetworkClient.ini ファイルを作成した後、クライアント ソフトウェアをインストールする前に、このファイルを次のように編集してください。まず SERVERNAME 行にあるホスト名を、使用する FQDN (完全修飾ドメイン名) または IP アドレスに変更します。"@" 記号を忘れないでください。
必要に応じて、Palisade_NetworkClient.ini ファイルを貴社の LAN に接続しているクライアント用に 1 つと、LAN に接続していなくても貴社のサーバーからライセンスを取得する必要のあるクライアント コンピューター用に 1 つ、別々に用意することもできます。
通常は LAN に接続していても、オフ ネットワークになる可能性のあるクライアントでソフトウェアを実行するには、借用機能の方が適している場合もあります。後述の「ユーザーが同時ネットワーク ライセンスをオフライン使用のために借用することはできますか?」を参照してください。
クライアントは複数のサーバーからライセンスを取得できますか?
エンタープライズ ネットワークの場合、アプリケーションの実行時にライセンスを動的に取得するのではなく、1 度限りの認証操作によってライセンスを取得するので、その必要性はありません。
同時ネットワークの場合は可能ですが、クライアントのインストールを実行する前に .ini ファイルを次のように編集する必要があります。(このファイルの作成手順については、前述の「サーバーのセットアップ手順 4: Palisade_NetworkClient.ini ファイルの作成」を参照してください。) SERVERNAME 行に、複数のサーバーをセミコロンで区切って指定します。
例: {{SERVERNAME=27000@Alpher;@Bethe;27000@Gamow}} 
この情報を使ってインストールされたネットワーク クライアントは、まずポート 27000 のみを経由してサーバー Alpher を使用し、次に 27000 ～ 27009 の任意のポートを介してサーバー Bethe を使用し、最後にポート 2700 のみを経由してサーバー Gamow を使用します。(ポート番号は、それぞれ対応するサーバーで選択されているものに一致しなければなりません。各サーバーが同じポート番号を使用する場合と、それぞれ異なるポート番号を使用する場合があります。)
既にインストールされている同時ネットワーク クライアントの場合は次の手順を行います。 

1. 完全な管理者権限のあるアカウントを使って @RISK (またはその他のライセンス対象 Palisade ソフトウェア) を実行します。(すべてのアプリケーションに同じライセンス パスが使用されるので、どの Palisade ソフトウェアを実行してもかまいません。)
2. [ヘルプ] メニューの [ライセンス マネージャー] をクリックします。
3. [ライセンスの選択] をクリックし、[同時ネットワーク] をクリックします。
4. [追加] をクリックして情報を直接入力するか、[Client.ini のインポート] をクリックして追加のサーバー情報が含まれた Palisade_NetworkClient.ini ファイルを参照します。
手順 4 の代わりに、システム レジストリを編集してライセンス パスに新しいサーバー情報を追加する方法もあります。システム レジストリ内のライセンス パスの詳細については、「既存の同時ネットワーク クライアントでポート番号やサーバー名を変更する方法を教えてください。」を参照してください。
このネットワーク サーバー リリースでは、いずれのタイプのネットワークでも冗長サーバー構成はサポートされません。
自社標準の FLEXnet オプション ファイルを使用することはできますか?
このファイルに含まれている行を使用することはできますが、ファイル自体を使用することはできません。
サーバー マネージャーは、Palisade.opt というオプション ファイルを NetServer フォルダーに書き出し、借用を管理するためにこのファイルを使用します。FLEXnet もこのファイルを読み取るので、末尾に FLEXnet のほとんどの標準オプションを追加することが可能です。サーバー マネージャーによって書き出される行に変更を加えないでください。変更すると、ライセンスが正しく機能しない可能性があります。
INCLUDE、EXCLUDE、および同様のオプション行はこのリリースではサポートされていないため、ライセンスを使用できなくなる可能性があります。
FAQ – 複数の製品ライセンス
既に FLEXnet でライセンスされた他社製のアプリケーションがある場合はどうしますか?
Palisade のネットワーク ライセンスは FLEXnet Publisher リリース 11.10 を基盤として作成されています。他のベンダーから取得した FLEXnet ライセンスを既にお持ちの場合でも、弊社のサーバーのインストールを実行してください。デフォルトでは Palisade フォルダーにインストールされるので、貴社サーバーにある他の FLEXnet との間でバージョン管理その他の干渉問題が発生することはありません。ただし、Palisade ライセンス用に現在未使用のポート番号を選択する必要があります。(もしくは、デフォルト設定の [動的] をそのまま使用すると、ソフトウェアによってポートが自動選択されます。)
Palisade ライセンスの管理には、常に弊社のサーバー マネージャーを使用されるよう強く推奨します。サーバー マネージャーでの管理は LMTools や LMAdmin を使用するよりも便利です。しかし、さらに重要なのは、サーバー マネージャーとそれに関連するネットワーク サーバー ソフトウェアが、FLEXnet の標準機能では得られない追加のセットアップをバックグラウンドで処理してくれることです。サーバー マネージャーを使わずに LMTools や LMAdmin で変更を行うと、クライアント ソフトウェアがライセンスを取得できなくなる可能性があります。
このサーバーに既に Palisade の 6.x ライセンスがある場合はどうしますか?
ライセンスを追加するだけの場合、サーバーのインストールを実行する必要はありません。その場合は次の手順を実行してください。
1. クライアント インストーラーをダウンロードして適切なフォルダーに保存します。
2. 前述の「サーバーのセットアップ手順 3: 認証によるライセンスと証明書によるライセンス」を参照してライセンス認証 ID をインストールします。
3. 新しいクライアント インストーラーを使ってクライアントにインストールします。前述の「クライアントのセットアップ手順」を参照してください。
何かの理由でサーバー ソフトウェア自体を更新したり、サーバー ソフトウェアを再インストールする場合には、既存の 6.x サーバー ソフトウェアをアンインストールしなくても、サーバー インストールを実行できます。次の手順を行います。
1. サーバー マネージャーを実行して [サービスの停止] をクリックしてから、サーバー マネージャーを終了します。
2. サーバー インストーラーを実行します。
3. サーバー マネージャーを実行して [サービスの開始] をクリックします。
このサーバーに既に Palisade の 5.x ライセンスがある場合はどうしますか?
5.x ネットワークを新しい 6.x ネットワークで置換する場合でも、5.x ネットワークのライセンスを維持したまま 6.x ネットワーク ライセンスを追加する場合でも、5.x および 6.x のすべてのライセンスの管理に Palisade の 6.x サーバー マネージャーを使用してください。このガイドにある 6.x 向けの通常の「サーバーのセットアップ手順」を実行します。
サーバー マネージャーを初めて起動する際、5.x ライセンスがある場合はその管理も行うための許可を求めるメッセージが表示されます。この許可は、すべての 6.x ライセンスを認証する前に行う必要があります。許可を与えると、5.x サービスが停止されます。すると、サーバー マネージャーに 2、3 のオプションを設定する間、既に実行中のクライアントは引き続き機能しますが、新しいクライアントが一時的にライセンスを取得できなくなることがあります。これは通常 1 ～ 2 分間続きます。オプションを設定して [OK] をクリックすると、新しいバックグラウンド ライセンス プロセスが開始され、クライアント ライセンスを取得できる状態に戻ります。5.x ライセンス サービスは削除されますが、ファイルはすべて保持されます。これらのファイルは削除することができます。これには [コントロール パネル] の [プログラムと機能] で末尾に "Network Edition" (ネットワーク エディション) が付いている製品名を選択するか、ファイルが保存されているフォルダーを削除します。デフォルトのファイルの場所は C:\Program Files (x86)\FLEXnet\Palisade または C:\Program Files\FLEXnet\Palisade です。新しい 5.x ライセンス プロセスは作成しないでください。作成すると、すべてのライセンスが使用できなくなる可能性があります。
6.x ネットワーク ライセンスが、5.x ネットワーク ライセンスを置き換えるアップグレードである場合、6.x 用に最初に指定するライセンス認証 ID は一時的な ID です。これにより、サーバーとクライアントを 5.x から 6.x に変換する移行期間が可能になります。移行が完了すると、本番用のライセンス認証 ID が取得されるので、これを使って認証を行います。詳しい手順については、http://kb.palisade.com/index.php?pg=kb.page&id=438 にある「Upgrading Palisade Software」(Palisade ソフトウェアのアップグレード) を参照してください。
このサーバーに既に Palisade の 1.x または 4.x ライセンスがある場合はどうしますか?
1.x および 4.x の同時ネットワーク ライセンスには、あらかじめ認証済みの FLEXnet 証明書によるライセンスと、承認が必要でネットワーク共有を介して処理される "Palisade 同時ライセンス" の 2 種類があります。どちらのタイプを使用しているかわからない場合は Palisade テクニカル サポートまでお問い合わせください (連絡先情報はこのガイド冒頭に記載されています)。
Palisade の 5.x または 6.x ネットワーク ライセンスを 1.x または 4.x の証明書ライセンスがある同じサーバー上に配置することはできません。古いライセンスを削除した上でソフトウェアをアンインストールするか、6.x ライセンス用に別のサーバーを選択してください。
"Palisade 同時ライセンス" には FLEXlm や FLEXnet が使用されていないので、5.x や 6.x のネットワーク ライセンスとの競合は発生しません。
当社サーバーに複数の Palisade 製品のライセンスが保管されている場合に特定製品へのユーザー アクセスを管理する方法を教えてください。
このリリースではアクセス制御がサポートされていません。
エンタープライズ ネットワークでは、クライアントのインストール時に使用される Palisade_NetworkClient.ini ファイルにライセンス認証 ID が含まれており、そのクライアントで使用できる製品とエディションはこの ID に基づいて決まります。
同時ネットワークの場合、エンドユーザーのソフトウェア ライセンスは貴社のサーバーから動的に取得されます。Palisade クライアント ソフトウェアをインストールしているエンドユーザーは、[ヘルプ] > [ライセンス マネージャー] から [ライセンスの選択] を選択して、同じサーバーで使用できるライセンスを参照できます。(エンドユーザーのソフトウェアには前回のセッションで使用されたライセンスが記録されているので、ユーザーが選択する必要はありませんが、オプションとして選択することも可能です。)
同時ネットワーク ユーザーのグループを区別するには、ライセンスをそれぞれ異なるサーバーに配置することもできます。その場合はクライアントのインストール時に Palisade_NetworkClient.ini ファイルを使用して、各ユーザーを適切なサーバーに接続します。すると、各クライアントのサーバー接続を更新することによって別の製品や追加の製品へのアクセスを許可することができます。詳細については、後述の「既存の同時ネットワーク クライアントでポート番号やサーバー名を変更する方法を教えてください。」を参照してください。
FAQ – 構成の変更
同時ネットワークを新しいサーバーに移行する方法を教えてください。
次の手順を実行してください。
1. Palisade テクニカル サポートから、必要なサーバー インストーラーとクライアント インストーラーを入手します (連絡先情報はこのガイド冒頭に記載されています)。移行期間中でもユーザーがソフトウェアを実行できるよう、短期のライセンス認証 ID またはライセンス証明書がインストーラーにより提供されます。
2. 新しいサーバーで、短期のライセンス認証 ID またはライセンス証明書を使用して、前述の「サーバーのセットアップ手順」を実行します。
3. 既存のクライアントを、新しいサーバーに接続するよう更新します。手順はこの後の「既存の同時ネットワーク クライアントでポート番号やサーバー名を変更する方法を教えてください。」を参照してください。クライアント ソフトウェアをインストールする必要はありません。
4. 古いサーバーで、サーバー マネージャーを使用して (恒久的な) 同時ネットワーク ライセンスの認証を解除します。前述の「ライセンスの認証と認証解除」を参照してください。
5. 新しいサーバーで、この同じ恒久的なライセンスを認証します。一時ライセンスは期限が切れるまでそのまま保持するか、オプションで認証解除することもできます。
6. (この手順はオプションです。) 古いサーバーで、その他のライセンスがない場合は Palisade ネットワーク サーバーをアンインストールします。
既存の同時ネットワーク クライアントでポート番号やサーバー名を変更する方法を教えてください。
(このセクションは同時ネットワークのクライアントのみに該当します。エンタープライズ ネットワークのクライアントはライセンス認証の後はサーバーに接続しないので、ポート番号やサーバー名を変更した場合でも更新の必要はありません。)
サーバーで変更を行う手順については、前述の「ポート番号」を参照してください。
サーバーで Palisade ポート (vendor daemon ポート) を変更や指定した場合、既存のクライアントで作業を行う必要はありません。ただし、クライアントのファイアウォールで古いポートをリモート ポートとして開く必要があった場合には、ファイアウォールの設定を更新して新しいポートを開かなければなりません。
サーバーで通信ポート (lmgrd ポート) を変更した場合、既にインストールされているすべてのクライアントでこれに対応する変更を行う必要があります。サーバーを変更したりサーバーの名前を変更した場合にも、クライアントの更新が必要です。
ポート番号 (指定した場合) とサーバー名は、クライアント上のシステム レジストリ キーに保管されます。レジストリ キーは、32 ビット版 Windows では HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\FLEXlm License Manager\PALISADE_LICENSE_FILE、64 ビット版 Windows では HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\WOW6432Node\FLEXlm License Manager\PALISADE_LICENSE_FILE です。この情報はインストール時に Palisade_NetworkClient.ini ファイルから取得されます。これは後日、エンドユーザーのソフトウェアのライセンス マネージャーを使って変更するか、システム レジストリで直接変更できます。
クライアントで lmgrd ポートやサーバー名を変更する方法 1: エンドユーザーのソフトウェアを使用する
インストールされているクライアントの数が少ない場合はソフトウェアを使って情報を変更するのが一番簡単です。
1. 完全な管理者権限のあるアカウントを使って @RISK (またはその他のライセンス対象 Palisade ソフトウェア) を実行します。(すべてのアプリケーションで同じライセンス パスが使用されるので、どの Palisade ソフトウェアを実行してもかまいません。)
2. [ヘルプ] メニューの [ライセンス マネージャー] をクリックします。
3. [ライセンスの選択] をクリックし、[同時ネットワーク] をクリックします。
4. 古い portnumber@servername または @servername を選択して [削除] をクリックします。
5. [Client.ini のインポート] をクリックし、新しいサーバーに作成した Palisade_NetworkClient.ini ファイルを参照により選択します。
手順 4 と 5 を行う代わりに、リストから古いサーバー情報を選択して [編集] をクリックする方法もあります。
クライアントのファイアウォールで古い lmgrd ポートをリモート ポートとして開いた場合には、新しいポートの情報でファイアウォールの設定を更新してください。
クライアントで lmgrd ポートやサーバー名を変更する方法 2: レジストリを編集する
上述のようにシステム レジストリ キーを編集する方法で lmgrd ポートの番号を変更することも可能です。サーバーで lmgrd ポート番号が指定されている場合、クライアントのシステム レジストリ キーのデータは次の形式で指定します。 
          <ポート番号>@<サーバー名>;<Palisade システム フォルダー> 
サーバー上で lmgrd ポートが動的に選択される場合、クライアントのシステム レジストリ キーのデータは次の形式で指定します。 
          @<サーバー名>;<Palisade システム フォルダー>  
サーバーを複数指定するには、各サーバー名をセミコロンで区切ります。Palisade システム フォルダーは、Palisade クライアント ソフトウェアがインストールされているメイン フォルダーの下にある System フォルダーです。 

次に例を示します。
{{      27003@ourserver;C:\Program Files\Palisade\System}} 
{{      @ourserver;C:\Program Files\Palisade\System}} 
{{      27003@ourserver;C:\Program Files\Palisade (x86)\System}} 
{{      @ourserver;C:\Program Files\Palisade (x86)\System}} 

クライアントのファイアウォールで古い lmgrd ポートをリモート ポートとして開いた場合には、新しいポートの情報でファイアウォールの設定を更新してください。
必要に応じて .REG ファイルを設定することもできます。32 ビット版 Windows の場合は次のパターンを使用します。
Windows Registry Editor Version 5.00
[HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\FLEXlm License Manager]
"PALISADE_LICENSE_FILE"="27003@ourserver;C:\Program Files\Palisade\System"
64 ビット版 Windows の場合は次のパターンを使用します。
Windows Registry Editor Version 5.00
[HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\WOW6432Node\FLEXlm License Manager]
"PALISADE_LICENSE_FILE"="27003@ourserver;C:\Program Files (x86)\Palisade\System"
サーバーの lmgrd ポートが指定されていない場合 (つまりサーバー マネージャーで通信ポートが動的に設定されている場合)、.REG ファイルではポート番号を省略できますが、@ 記号は残しておく必要があります。
エンタープライズ ネットワークを新しいサーバーに移行する方法を教えてください。
エンタープライズ ネットワークを新しいサーバーに移行するには、その前にすべてのエンタープライズ ネットワーク クライアントの認証を解除する必要があります。クライアント ソフトウェアをインストールする必要はありません。
1. Palisade テクニカル サポートから、必要なサーバー インストーラーとクライアント インストーラーを入手します (連絡先情報はこのガイド冒頭に記載されています)。
2. 新しいサーバーで、このガイドの「サーバーのセットアップ手順 1: サーバー ソフトウェアのインストール」および「サーバーのセットアップ手順 2: オプションの設定」を実行します。
3. 各エンタープライズ クライアント (ワークステーション) で、ソフトウェアを実行して [ヘルプ] > [ライセンス マネージャー] > [認証解除] をクリックします。認証解除の詳細については、「6.x エンタープライズ ネットワーク クライアントのライセンスの認証解除」(http://kb.palisade.com/index.php?pg=kb.page&id=391) を参照してください。この情報は各国語に翻訳されています。
4. 古いサーバーで、サーバー マネージャーを使用してエンタープライズ ライセンスの認証を解除します。前述の「ライセンスの認証と認証解除」を参照してください。
5. 新しいサーバーで、「サーバーのセットアップ手順」の「3: 認証によるライセンスと証明書によるライセンス」、「4: Palisade_NetworkClient.ini ファイルの作成」、および「5: クライアント インストーラーの準備」をそれぞれ実行します。
6. 各エンタープライズ クライアントでソフトウェアを実行します。ライセンス マネージャーが自動的に起動しない場合は [ヘルプ] > [ライセンス マネージャー] をクリックします。ライセンス マネージャーで、[認証] をクリックしてライセンス認証 ID を入力し、新しいサーバー名とポート番号を指定します。
7. (この手順はオプションです。) 古いサーバーにその他のライセンスがない場合には、Palisade ネットワーク サーバーをアンインストールできます。
認証済みのスタンドアロン コピーをネットワーク クライアントに変換することはできますか?トライアル版のコピーも変換できますか?
どちらの場合も変換は可能で、ソフトウェアを再インストールする必要はありません。http://kb.palisade.com/index.php?pg=kb.page&id=241 にある「Changing a 6.x Standalone Copy to a Concurrent Network Client」(6.x スタンドアロン コピーの同時ネットワーク クライアントへの変更)、または http://kb.palisade.com/index.php?pg=kb.page&id=242 にある「Changing a 6.x Standalone Copy to an Enterprise Network Client」(6.x スタンドアロン コピーのエンタープライズ ネットワーク クライアントへの変更) を参照してください。
同時ネットワーク クライアントを永続的なスタンドアロンに変更することはできますか?
できます。ソフトウェアを再インストールしなくてもネットワーク クライアントをスタンドアロン ライセンスに変換できます。するとユーザーのワークステーションが Palisade ソフトウェアを実行する際にサーバーにアクセスしなくても済むようになります。http://kb.palisade.com/index.php?pg=kb.page&id=240 にある「Changing a 6.x Network Client to a Standalone License」(6.x ネットワーク クライアントのスタンドアロン ライセンスへの変更) を参照してください。
その他のよくある質問
ユーザーが同時ネットワーク ライセンスをオフライン使用のために借用することはできますか?
ユーザーは指定の期間オフ ネットワークで使用するためにライセンスをチェックアウトすることができます。これをライセンスの借用と呼びます。一般的なシナリオとしては、ユーザーが出張中にラップトップでソフトウェアを実行する必要がある場合が挙げられます。
借用の機能はインストール時に無効にされていますが、必要に応じて有効にすることができます。前述の「サーバーのセットアップ手順 2: オプションの設定」を参照してください。エンドユーザー向けの手順については、「オフ ネットワーク使用のための 6.x 同時ネットワークライセンスの借用」(http://kb.palisade.com/index.php?pg=kb.page&id=255) を参照してください。この情報は各国語に翻訳されています。
借用期限が切れると、クライアント コンピューターがネットワークに接続しているかどうかに関らず、ライセンスは自動的にプールに返却されます。ただし、ユーザーが予定より早く出張から戻った場合、上記の記事にある手順に従って借用ライセンスを返却できます。
借用対象の同時ネットワーク ライセンスが証明書タイプである場合、借用したライセンスを使用できるのはそのユーザーだけです。借用対象のライセンスが認証によるタイプである場合、借用したライセンスはそのコンピューター上の任意のユーザーによって使用できます。証明書によるライセンスと認証によるライセンスの違いについては、サーバーのセットアップ手順 3 を参照してください。
既存のネットワーク ライセンスにユーザーを追加する方法を教えてください。
購入された追加ユーザー分のライセンス認証を行うか、追加のユーザーを含む新しいライセンス証明書を取得します。前述の「サーバーのセットアップ手順 3: 認証によるライセンスと証明書によるライセンス」を参照してください。 
5.x のネットワーク ライセンスのバージョンを 6.x にアップグレードする方法を教えてください。
現在有効なメンテナンス契約をお持ちの場合、アップグレードの費用はかかりません。担当の Palisade セールス マネージャーに問い合わせて無償アップグレードを依頼するか、メンテナンス契約が切れている場合には価格の見積を依頼してください。アップグレードを受け取った後、前述の「このサーバーに既に Palisade の 5.x ライセンスがある場合はどうしますか?」を参照してください。
リファレンス: サーバー マネージャー
Palisade サーバー マネージャーを起動すると、メイン画面にサーバーに関する情報と、サーバーにあるライセンスに関する情報の 2 種類の情報が表示されます。
ただし、Palisade の 5.x ライセンス プロセスを実行していることがサーバー マネージャーで検出された場合、メイン画面が表示される前に、まずそのプロセスをシャットダウンして 6.x ライセンス サービスを開始するよう求められます。前述の「このサーバーに既に Palisade の 5.x ライセンスがある場合はどうしますか?」を参照してください。
ネットワーク サーバー情報
このボックスにはサーバー マネージャーで認識されている最新情報が表示されます。これにはサーバー名、クライアントとの通信に使用されるポートなどが含まれます。ライセンス サービスのステータスも表示されます。
更新
Server.lic を Palisade から受け取った新しいライセンス ファイル (証明書) で置換した後、このボタンをクリックします。するとライセンス サービスが新しいライセンス ファイルを読み取り、サーバー マネージャーで両方の表示セクションが更新されます。
FLEXnet がライセンスを読み取るには最大 60 秒かかります。その間、サーバー マネージャーのタイトル バーに "応答なし" のメッセージが表示されることがあります。
ステータス
このボタンをクリックすると、[ネットワーク サーバー情報] ボックスに追加の情報が表示されます。
このサーバーにエンタープライズ ライセンスがある場合、短いエンタープライズ ライセンス ステータス セクションが表示されます。ここには各エンタープライズ ネットワーク ライセンスの認証 ID と、認証済みのユーザー数、およびライセンスで許可される合計ユーザー数が含まれています。どのクライアントでエンタープライズ ネットワーク ライセンスが認証されているかを確認するには、このガイドの「表示」セクションにある手順を実行してください。
長い同時ライセンス ステータス セクションには、FLEXnet ソフトウェアの lmstat プログラムから得られた情報が表示されます。ここにはライセンス ファイル、ライセンス サービスのステータス、および Palisade の vendor daemon のステータスが含まれています。さらに、同時ネットワーク ライセンスと、許可される同時ユーザー数 ( "licenses issued")、およびネットワーク上のライセンスまたは借用ライセンスを現在使用中の合計ユーザー数 ("licenses in use") の一覧も表示されます。特定のライセンスが証明書と認証のどちらのタイプであるかは表示されませんが、その情報はこの後の [インストールされているネットワーク ライセンス] ボックスに表示されます。
"licenses in use" (使用中のライセンス) の数がゼロ以外の各ライセンスの後には、現在オン ネットワークまたはオフ ネットワークの各ユーザーごとに 1 行が表示されます。(エンドユーザーによるライセンスの使用履歴については、このガイドの「表示」を参照してください。)この行には次の 3 種類あります。
· "ACTIVATED LICENSE(S)" で始まる行: これは、認証タイプの借用同時ネットワーク ライセンスです。コンピューターの名前が表示され、行の終わりにこのユーザーがライセンスを借用した日付と時刻が示されます。ライセンスの返却予定日は表示されません。(認証による同時ネットワーク ライセンスの借用の一部はここに表示されない場合があります。このリストの最後の項目を参照してください。)
· 末尾が "linger" と数値で終わる行: これは、証明書タイプの借用同時ネットワーク ライセンスです。ユーザー名とコンピューター名に加えてユーザーがライセンスを借用した日付と時刻が示されます。ライセンスの返却予定日は直接表示されませんが、"linger" の後にある数値はライセンスの返却期間を秒数で示しています。日数を求めるにはこれを 86400 で割り算します。
· その他の行: これはオン ネットワークで使用されているライセンスです。各行にユーザー名とコンピューター名、およびユーザーがライセンスを使い始めた日付と時刻が表示されます。
ライセンス サービスを一度停止してから再開すると、同時ネットワークの認証タイプの借用ライセンスが表示されないことがあります。その場合、借用ライセンスが "licenses in use" に含まれず、代わりに "licenses issued" の数が小さくなります。例えば、認証による同時ネットワーク ライセンスのユーザー数が 5 であり、そのうち 2 人がライセンスを借用していて、オン ネットワークで使用しているユーザーが 1 人もいない場合、"licenses issued" (発行済みのライセンス) が 3 になり、" licenses in use" (使用中のライセンス) は 0 と表示されることがあります。ライセンスを受けている同時ユーザーの合計数は、[インストールされているネットワーク ライセンス] ボックス (下記を参照) に常に表示されます。
このステータス情報を更新するには、[更新] ではなく [ステータス] をクリックしてください。
サービスの開始と停止
ライセンス サービスが実行されている場合、[サービスの停止] ボタンが表示されます。ライセンス サービスを実行中でない場合は [サービスの開始] ボタンが表示されます。
通常はサーバー マネージャーが必要に応じてサービスの開始と停止を行うため、このボタンをクリックする必要はありません。ただし、貴社の方針でサービスの自動開始が許可されない場合など、一部の構成では [サービスの開始] をクリックしてライセンス サービスを開始します。
[サービスの停止] は、例えばすべてのクライアントに新しいバージョンをロールアウトする場合など、ユーザーが一定の期間ソフトウェアを実行できないようにするのに便利です。 

オプション
このボタンをクリックすると、クライアントとの通信に使用されるポートを設定し、借用を許可するかどうかを指定するためのダイアログが開きます。各オプションの詳細については、「サーバーのセットアップ手順 2: オプションの設定」を参照してください。 
サーバーのオプションを変更すると、サーバー マネージャーはライセンス サービスを一度停止してから自動的に再開します。この処理により現在ソフトウェアを使用しているクライアントに影響が出ることはありません。
このサーバーにインストールされているネットワーク ライセンス
このボックスには、同時ネットワークとエンタープライズ ネットワークの両方について認証と証明書の両タイプのライセンスの一覧が表示されます。各ライセンスの詳細も含まれています。
ライセンスのタイプによっては、ライセンス情報が画面の幅に収まらない場合があります。その場合には、確認したいライセンスをクリックしてからマウスをテキスト ボックスに合わせると、選択したライセンスの詳しい情報がすべて表示されます。あるいはサーバー マネージャーのウィンドウ サイズを変更することもできます。
同じライセンス認証 ID が 2 回以上表示されることもあります。これは例えば次のような場合です。10 人の同時ユーザーが許可されている同時ネットワーク ライセンスを購入したとします。その後、人員増加のため 5 人分の同時ユーザー枠を追加購入しました。この 5 人分は同じライセンス認証 ID に追加されますが、これらのライセンスを認証すると、この一覧には 10 人のユーザー用と 5 人のユーザー用に合計 2 つのエントリが、同じライセンス認証 ID を使用して表示されます。
ここには期限が切れたり破損しているライセンスは表示されません。詳細については、この後の「使用できないライセンス」を参照してください。
ライセンスの認証と認証解除
ライセンスを認証するには、[認証] をクリックします。認証プロセスの詳細については、前述の「サーバーのセットアップ手順 3: 認証によるライセンスと証明書によるライセンス」を参照してください。
ライセンスの認証を解除するには、リストからライセンスを選択して [認証解除] をクリックします。[自動認証解除] と [手動認証解除] のどちらかを選択します。認証解除に成功すると、サーバー マネージャーの表示が更新されます。
ライセンスの認証解除は次のような場合に行います。
· サーバーの変更、サーバーの再イメージ化、またはオペレーティング システムのアップグレードを計画している場合、まずすべてのライセンスを認証解除する必要があります。
· Palisade ネットワーク ソフトウェアを新しいバージョンにアップグレードする場合、新しい恒久ライセンスを受け取る前に、古い恒久ライセンスをすべて認証解除するよう Palisade テクニカル サポートから依頼されることがあります。
ライセンス認証 ID が 2 回以上表示される場合は、貴社でその認証を分割していることを示します。前述の「このサーバーにインストールされているネットワーク ライセンス」を参照してください。このような場合にライセンス認証 ID を認証解除するには、"fulfillment" という各行の項目を認証解除する必要があります。その後このサーバーや別のサーバーでライセンス認証 ID を再び認証する際に、1 度の操作ですべてのユーザーを認証したり、必要に応じて別の方法で分割することができます。
認証解除に失敗する場合は次のような理由が考えられます。
· 貴社のサーバーが弊社のサーバーにアクセスできない場合、自動認証解除は失敗します。その場合には手動による認証解除を試行してください。
· 同時ネットワーク ライセンスでライセンスを借用しているユーザーがいる場合、そのライセンスを含む "fulfillment" を返却することはできません。ライセンスが現在借用中かどうかを調べる方法は、このガイドの「ステータス」を参照してください。ライセンスが借用中で、借用期間が終了するまで待ちたくない場合、「オフ ネットワーク使用のための 6.x 同時ネットワークライセンスの借用」(http://kb.palisade.com/index.php?pg=kb.page&id=255) に記載されている早期返却の手順を参照してください。この情報は各国語に翻訳されています。
· エンタープライズ ネットワークでエンドユーザー (クライアント) を 1 人でも認証している場合には、そのユーザーを含む "fulfillment" を返却することはできません。現在認証されているライセンスがあるかどうかを調べる方法は、このガイドの「ステータス」を参照してください。エンドユーザーを認証解除するには、「6.x エンタープライズ ネットワーク クライアントのライセンスの認証解除」(http://kb.palisade.com/index.php?pg=kb.page&id=391) を参照してください。この情報は各国語に翻訳されています。
Client.ini の作成
クライアント インストーラーは、クライアントのインストール処理中に Palisade_NetworkClient.ini ファイルまたは Client.ini ファイルを必要とします。クライアント ソフトウェアはこのファイルに基づいてライセンスの取得場所を特定します。このボタンをクリックして、左のパネルで選択したライセンスに必要な .ini ファイルを作成します。
このボタンの使用方法の詳細については、前述の「サーバーのセットアップ手順 4: Palisade_NetworkClient.ini ファイルの作成」を参照してください。
使用できないライセンス
[ネットワーク ライセンス] ボックスには、このサーバーで現在認証済みの使用可能なライセンスの一覧が表示されます。さらに、使用不可のライセンスがある場合には [使用できないライセンス] が表示されます。このボタンをクリックすると一覧が表示されます。
ライセンスが使用不可になる一番の理由は、期限が設定されているライセンスが切れた場合です。また、ライセンスの認証後にサーバー ハードウェアを変更した場合にもライセンスが使用できなくなることがあります。証明書によるライセンスでは、(このガイドで指示されている場合を除いて) 証明書を編集したり、別のサーバーに移動すると、ライセンスが使用不可になることがあります。
使用できないライセンスがあり、その理由を特定できない場合には、Palisade テクニカル サポートまでぜひお問い合わせください (連絡先情報はこのガイド冒頭に記載されています)。
.LIC フォルダーを開く
このボタンをクリックすると、Server.lic ファイルおよび Palisade ネットワーク サーバー ソフトウェアの含まれたフォルダーが Windows エクスプローラーで開きます。このフォルダーを開く必要があるのは次の 2 つの場合です。
· 同時ネットワーク用に証明書のライセンスをリクエストする際、状況によってはこのフォルダーにある Server.lic のコピーをリクエストの一部として Palisade テクニカル サポートに送信する必要があります。
· Palisade テクニカル サポートから新しい証明書ライセンスを受け取った場合、このフォルダーにある古い Server.lic ファイルを置き換える必要があります。
注意: このガイドの手順や Palisade テクニカル サポートでファイルを変更するよう指示された場合を除き、このフォルダー内にあるファイルには変更を加えないでください。Palisade のソフトウェアでは .lic ファイルと .opt ファイルが FLEXnet の標準的な用法と異なるカスタムの設定で使用されることがあります。
高度なオプション
「高度なオプション」ボタンは、サーバー マネージャー ウィンドウの左下に虫眼鏡のアイコンとして表示されます。アイコンをクリックすると、次の 3 つのボタンを含むパネルが表示されます。
表示
このボタンをクリックすると、主にデバッグ情報の含まれたファイルがメモ帳で開きます。ただし、このファイルには [ステータス] の表示内容を補足するライセンスに関する情報も含まれています。
· 同時ネットワーク ライセンスの場合、[ステータス] には現在使用中のライセンス数と現在のユーザーの一覧が表示されますが、過去のライセンス使用状況は一切表示されません。ライセンス サービスを前回起動してから現在までのすべての使用状況を確認するには、メモ帳ウィンドウの一番下にスクロールしてください。OUT 行にエンドユーザーがソフトウェアを起動した日時が、また IN 行にはエンドユーザーがソフトウェアを終了した日時が示されています。
· エンタープライズ ネットワーク ライセンスの場合、[ステータス] には認証済みのクライアント数と許可される合計ユーザー数が表示されますが、どのクライアントが認証済みであるかは表示されません。この情報を確認するには、メモ帳ウィンドウでライセンス認証 ID を検索します (Ctrl-F)。ライセンスの情報ブロックの下に、認証済みの各クライアントごとに "Destination System Name" (宛先システム名) という行が表示されます。
ホスト ID
[ホスト ID] ボタンをクリックすると、FLEXnet ライセンス ソフトウェアで認識されるサーバー名とイーサネット アドレスが表示されます。ごく稀に Palisade テクニカル サポートからこの情報の送信を依頼されることがあります。
実行
[実行] ボタンは、Palisade テクニカル サポート担当者がリモートのサポート セッション中に使用するためのものです。
サーバー マネージャーの改訂履歴
リリース 6.2、2013 年 6 月
Palisade "vendor daemon" ポートをサーバー マネージャーの [オプション] 画面で設定できるようになりました。
サーバー マネージャーと本ガイドをエンドユーザー ソフトウェアと同じ言語で利用できるようになりました。
リリース 6.1.2、2013 年 4 月
サーバー マネージャー 6.1.2 には、以前のリリースと特に機能的に異なる変更は加えられていません。
リリース 6.1.1、2013 年 2 月
サーバー マネージャー 6.1.1 には、サーバー マネージャー 6.0.1 と特に機能的に異なる変更は加えられていません。
リリース 6.0.1、2012 年 10 月
これはサーバー マネージャーの初期リリースです。基盤のライセンス スキームは 5.x に類似していますが、サーバー管理者およびエンドユーザー向けにインターフェイスがより使いやすくなっています。インタラクティブなサーバー マネージャーは、LMTools およびコマンドラインのみの操作を置き換えるプログラムです。
同時ネットワークでは、サーバー管理者が借用を許可や不許可にしたり、最大借用期間を簡単に設定することができます。借用を許可する場合、エンドユーザーは @RISK やその他のアプリケーション画面から直接ライセンスを借用できるので、借用専用のユーティリティは必要ありません。
エンタープライズ ネットワークでは、エンドユーザー ライセンスの認証が通常クライアント インストーラーによって処理されます。ただし、この処理に何かの理由で失敗した場合には、エンドユーザーが @RISK やその他のアプリケーションを使ってライセンス認証を行えます。借用のために特別なユーティリティは必要ありません。
更新日: 2013 年 5 月 1 日
